
福岡労働局・労働基準監督署 （R6.6）

福岡労働局 安全衛生キャラクター

福労（ふくろう）くん

（命の尊さを訴えるハートメンフクロウ）

飲食店の労働災害防止に向けて！

～ 今 日 も 一 日 ご 安 全 に ～

飲食店における労働災害の状況

福岡県内において、令和５年の飲食店におけ
る休業４日以上の死傷災害は258件、死亡災害
は１件発生しました。
第３次産業が全産業の労働災害の半数以上を

占める中、飲食店の労働災害においても、近年
増加傾向がみられます。
労使一体となって安全衛生対策に取り組み、

飲食店の労働災害を防止しましょう！

飲食店の休業４日以上の死傷災害を事故の型別
に分析した結果、次のとおりでした。

①転倒（つまずき、すべり） 26.4％

②高温・低温物との接触 20.2％

③切れ・こすれ 18.6％

④動作の反動等（腰痛など） 11.2％

⑤墜落・転落 7.4%

第14次労働災害防止計画

令和５年(2023年)４月１日～令和10年(2028年)３月31日までの５か年計画

労働者（中高年齢の女性を中心に）の作業行動に起因する労働災害防止対策の推進

（一部抜粋）



エイジフレンドリー補助金

 エイジフレンドリー補助金では、「エイジフレンドリーガイドライン」に基づき、高年齢労
働者（60歳以上）の労働災害防止に取り組む中小企業事業者の皆様を支援しています。

 高年齢労働者の労働災害防止対策、労働者の転倒・腰痛防止のための専門家による運動指導
等の実施、労働者の健康保持増進に取り組む際は、エイジフレンドリー補助金を是非、ご活
用ください。

エイジフレンドリー補助金

労働災害防止のポイント

〇安全担当者（安全推進者）配置で安全な職場を！

〇4Ｓ活動は災害防止の基本です！

〇「ヒヤリ・ハット活動」で効果的な災害予防を！

〇「危険の見える化」で安全意識を高めましょう！

飲食店でも安全の担当者を配置しましょう。
安全推進者は、「職場環境の改善」「作業方法の改善」などにより、
転倒災害防止などの対策を担当します。

４Ｓ活動は、安全で健康な職場づくり、そして作業効率の向上を
目指す活動で、「整理」「整頓」「清掃」「清潔」を実践します。

仕事中にヒヤリとした、あるいはハットしたことを取り上げ、
会社全体で共有して災害防止に結び付けます。
危険有害要因を把握する方法として効果的です。

「見える化」は、危険認識や作業上の注意喚起をわかりやすく
知らせることができます。


